
月 火 水 木 金 受 付 終 了 時 間 等

内　　科 午前
工藤研二
加賀　望
佐藤　光

辻野守泰
安次嶺拓馬
佐藤　光
弘前大学
 鷲田啓資
※第１.3火曜日
 萱 場 広 之

工 藤 研 二
辻 野 守 泰
安次嶺拓馬
加賀　望

工藤研二
安次嶺拓馬
加賀　望
佐藤　光

辻野守 泰
加賀　 望
佐藤　 光
弘前大 学

　蔭 山 和 則

11:00　安次嶺医師　（毎週月曜日－外勤）
　　　
　　　　

神経内科 午前 下村辰雄 11:00　

精 神 科
午前 秋 田 大 学

（増 田 　豊）
秋田大 学

（高橋裕 哉） 11:30（新患は 11:00 まで）

午後 八木澤　究 16:00（新患は 15:30 まで）   診察時間 14:00 ～

心臓血管外科
／循環器内科 午前

蒔苗   隆
秋 田 大 学

（小武海雄介）

蒔 苗   隆
佐藤　誠

蒔苗   隆
東京女子医大
（小 川 洋 司）

秋 田大学
（角浜孝行）
（佐藤輝紀）

秋田大 学
佐藤　 誠

11:30　毎週水曜日　
　　　　東京女子医大（小川洋司）  
　　　　火曜日の蒔苗医師は 10：00（再来のみ）

小 児 科
午前 野 口 博生 野口博生 野口博生 野口博生

秋田大学 野口博 生 11:30

午後 野 口 博 生 野 口 博 生 野 口 博 生 野口博生
秋田大学 野口博 生 13:00 ～ 15:30　　診察時間 14:30 ～ 15:30

外　　科
一診

午前
宇佐美修悦 神谷　彰 煙山絋平 神谷　彰 宇佐美修悦 11:30　

二診 小 林 昭 仁 ※第2・4乳腺外来
秋大（水沢かおり）

整形外科 午前 相 澤 俊 朗
河 野 哲 也

相澤俊朗
加賀　望

相澤俊朗
河野哲也

相澤俊朗
河野哲也

河野哲 也
土江博 幸

11:30　（火・水・木曜日は10：30までの受付）

形成外科 午前 弘 前 大 学 弘 前 大学 11:30

脳神経外科 午前 秋 田 大 学 11:00　

皮 膚 科 午前 弘 前 大 学 弘 前 大 学 11:00

泌尿器科 午前 佐々木隆聖  佐々木隆聖 佐々木隆聖  秋 田 大 学 佐々木隆聖

11:00　（火・木曜日は 10:30 まで）
　　　　月曜日の新患は紹介患者のみ
　　　　火曜日は再来のみ
　　　　透析回診にて月・火曜日は 10:00 から診察開始

産婦人科 午前 武 田 志 保 秋 田 大 学
（児玉英也） 武田志保 武田志保 武田志 保 11:30　(火曜日の担当医は都合により変更となる場合あり）

眼　　科
午前  弘 前 大 学

（工 藤 孝 志）
弘 前 大 学
(毛内奈津姫 ) 10:00　(水曜日は再診 9:30、新患 9:00 までの受付）

午後 大 館 市 立
(江 目 孝 幸 ) 受付時間～ 13:00　　※診察時間　13:30 ～

耳 鼻 科 午後 能代厚生医療
センター 秋 田 大 学 秋 田 大 学 受付時間～ 15:00　　※診察時間　14:00 ～

歯科口腔外科
午前 小 松 賢 一

福田はるか
小松賢一
福田はるか

小松賢一
福田はるか

小松賢一
福田はるか

小松賢 一
福田はるか 11:00

午後 小 松 賢 一
福田はるか

小 松 賢一
福田はるか

小松賢一
福田はるか

小松賢一
福田はるか

小松賢 一
福田はるか 13:30 ～ 15:30

（　　　　　　　　）

特　殊　診　療 担当科 診　察　日 担　当　医　師

糖尿病外来

内　科

　毎週金曜日 　工　藤　研　二

腎　内　科
　第１水曜日 　三　木　一　伸（能代厚生医療センター）
　毎週木曜日 　佐　藤　隆　太 （秋田大学医学部附属病院）

膠　原　病 　毎週木曜日 　佐　藤　隆　太 （秋田大学医学部附属病院）

呼 吸 器 科
　第 2・４水曜日 　杉　山　直　幸（能代厚生医療センター）
　毎週火曜日　受付 10：30まで 　奥　田　佑　道（秋田大学医学部附属病院）
　第 2・第 4・第５金曜日 　中　山　勝　敏（秋田大学医学部附属病院）

血 液 内 科
　第４火曜日 　波多野　善　明（能代厚生医療センター）
　毎週木曜日《午後》受付 14：30まで 　小　林　敬　宏（秋田大学医学部附属病院）

内視鏡検査
　毎週月曜日 　辻　野　守　泰
　毎週水曜日 　交　　代　　制（工藤胃腸内科クリニック）
　毎週金曜日 　安次嶺　拓　馬

禁 煙 外 来 心臓血管

外　　科

　毎週金曜日 　佐　藤　　　誠

ペースメーカークリニック 　毎週火曜日 15：00まで 　佐　藤　　　誠

呼吸器外科

外　科

　小　川　純　一
腫 瘍 内 科 　毎週金曜日 10：30まで（外科二診使用） 　（秋田大学医学部附属病院）
乳 腺 外 来 　第 2・4木曜日 　水　沢　かおり（秋田大学医学部附属病院）
緩和ケア外来 第 1・3木曜日 14：00～ 16：00 　宇佐美　修　悦・煙　山　絋　平
小児心臓外来 小児科 　原則月１回≪午後≫ 　岡　崎　三枝子（秋田大学医学部附属病院）

（　　　　　　　　）
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「杜の風」
一般診療科のご案内

特殊診療科のご案内

　連携室だより「杜の風」もついに20号に到達しました。これまでご指導ご支援くださった
皆様のおかげです。一歩ずつの積み重ねを大切にしていきたいと思います。　　　　編集部Ｆ

写真：マリーゴールド・花言葉「健康」

写真提供：東海林大輝　様
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写真：ユウゼンギク・花言葉「老いても元気で」

写真：シュウメイギク・花言葉「淡い思い」

（平成30年9月18日現在）



（　）２ 杜 の 風 （　）５杜 の 風

地域医療連携室のご紹介

　今回は地域医療連携室のご紹介をいたします。当院では平成２３年度から地域医

療連携室が開設されました。北秋田市内および近隣市町村の医療機関あるいは居宅

介護支援事業所、その他入所施設との連絡調整部門として活動していました。現在

は神谷彰院長に連携室長を兼任して頂き、看護師２名、事務員１名の３名体制とな

りました。

　当部署の業務は大きく分けて２つあり、１つは院内および他の医療機関からの患

者紹介を受診や転院に繋げる前方支援です。受診予約、診療情報の発送及び受信、

当院医師との調整などです。９月にご依頼した診療情報提供書の一括管理や５大が

ん地域連携パスによる紹介、あきたハートフルネットによる紹介もこちらに含まれます。北秋田市内で

も既に導入されている医療機関がいくつかありますので、患者様のご紹介の際にはご活用ください。も

う１つは、入院患者様の退院支援を行う後方支援です。こちらは３名の医療相談員

がおり、入院中から退院後の生活を見据え、安心・安全な退院を目的として取り組

んでいます。

　行政とのつながりもあり、地域医療連携センター運営協議会、その中の各専門部

会の会議や研修にも参加しています。今年度は新たな取り組みとして、近隣市町村

の居宅介護支援事業所のケアマネジャーの皆様との意見交換会を１１月開催いたし

ました。

　今後は日々の業務のほか、各種研修会等でもお会いする機会が多々あると思いま

すので、たくさんのご意見を聞かせて頂ければと思います。

循環器内科診療部長　佐　藤　　　誠

地域医療連携室看護師長　山　城　洋　子

　北秋田市民病院、「カテ室」をご紹介いたします。
　このたび、当院でも心臓カテーテル検査及び治療ができる体制とな
り、診療の幅が広がりました。カテーテル（Catheter）と呼ばれる２㎜
以下の細い管を使って、心機能評価、心臓の冠動脈の造影検査や機能的
虚血の評価、そして狭窄部を拡張する治療までを総称して「心カテ」と
いいます。今年４月の佐藤赴任以後、機器の準備とスタッフのシミュ
レーション・勉強会を繰り返し、この９月から、当院でも心カテを開始
しています。
　手首（橈骨動脈）からの心カテは、術後の安静が不要なので患者さまからも喜ばれると同時
に、出血性合併症が少なく安全であり1)、また術後の処置が簡単なので医者が少ない施設でも
連続して施行する事も可能です。当院ではできる限り手首からの心カテを行います。
　カテ室での業務には、医師、看護師、臨床工学技士や診療放射線技師といった多くの職種の
スタッフが関わります。それぞれが専門性を生かした役割を担いつつ、お互いが声をかけあ
い、共通の役割を柔軟に助け合う事がカテ室の日常なので2)、まだ新しいカテ室チームではあ
りますが、真の多職種連携が育ってきていると感じています。

　住み慣れた場所で、安心して心臓血管の治
療が受けられる病院を目指して、カテ室ス
タッフと共に実績を積み上げていきたいと思
いますので、暖かいご支援をお願いいたしま
す。
1) 松陰崇: 橈骨動脈使用に関するevidenceとexperi-
ence. 内科 122: 219-223. 2018
2) 佐藤誠ら: 緊急カテ, スピードアップのテクニック. 
Emergency Care 26: 50-54. 2013

おらほの病院おらほの病院おらほの病院
～「心カテ」はじめました～

（　）４ 杜 の 風 （　）３杜 の 風

　去る９月２６日に「５大がん地域連携パス合同説明会」を開催いたしました。市内の開業医の

先生方には、ご多忙の折、多数のご出席を賜り、誠にありがとうございました。

　当院からは神谷院長をはじめ、宇佐美診療部長、医事企画課なども参加し致しまして、がん診

療における連携パスの運用についてのご依頼、実際の治療上のメリット並びに患者の病状変化の

注意点、診療報酬の算定条件などについてご説明させて頂きました。

　ご参加くださった先生方からも、連携パス運用時の書類について、あるいは診療報酬算定時の

注意点についても質問を頂戴し、関心の高さをうかがい知ることができました。その後の意見交

換会でも５大がん地域連携パスに関することだけでなく、日ごろの診療および地域医療連携につ

いてもご意見を頂戴することができ、大変有意義な機会となりました。

　ご多忙中にも関わらずお時間を割いてくださった開業医の先生方には、改めて感謝の意を申し

上げるとともに、今後のがん診療における連携および日ごろの地域医療連携についても、引き続

きご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

５大がん地域連携パス　合同説明会のご報告 部署紹介部署紹介部署紹介 ～ＤＭＡＴ（災害医療チーム）～

　今回は、当院の災害医療チームの紹介をさせて
いただきたいと思います。
　当院には災害の急性期に活動する、専門の訓練
を受けた「災害派遣医療チーム（Disaster　
Medical Assistance Team；DMAT）」が存
在します。私はその中で業務調整員として所属し
ております。DMATは被災地への派遣が主な活動
ですが、我々は院内の災害対策についても関わっ
ております。
　去る９月２日、秋田県総合防災訓練が北秋田市
全域にて開催されました。自衛隊・消防・救急隊のほか、地域の企業や住民の皆様も参加して
の大規模な訓練でした。当院でも発災時の傷病者受け入れを想定した訓練を行いました。限ら
れた医療資源のなかで診療を行ったり、当院で対応しきれない患者さんを他の施設へ搬送した
り、他病院のDMATと連携したり（支援を受ける訓練も重要です！）と、普段なかなか意識す
ることが少ない状況での訓練で、災害時の体制を見つめなおす良い機会となりました。今後も
訓練を継続し、いつ起きるかわからない災害に備えていきたいと思います。
　最後になりますが、防災訓練に参加していただいた関係機関・ボランティアの皆様のおかげ
で、本当の災害時に近い雰囲気の中で訓練することができました。この場を借りて御礼申し上
げます。

北秋田市民病院ＤＭＡＴ　業務調整員
　佐　藤　家　恒 (薬剤師)地域医療連携室　藤　田　裕太郎
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タッフと共に実績を積み上げていきたいと思
いますので、暖かいご支援をお願いいたしま
す。
1) 松陰崇: 橈骨動脈使用に関するevidenceとexperi-
ence. 内科 122: 219-223. 2018
2) 佐藤誠ら: 緊急カテ, スピードアップのテクニック. 
Emergency Care 26: 50-54. 2013

おらほの病院おらほの病院おらほの病院
～「心カテ」はじめました～

（　）４ 杜 の 風 （　）３杜 の 風

　去る９月２６日に「５大がん地域連携パス合同説明会」を開催いたしました。市内の開業医の

先生方には、ご多忙の折、多数のご出席を賜り、誠にありがとうございました。

　当院からは神谷院長をはじめ、宇佐美診療部長、医事企画課なども参加し致しまして、がん診

療における連携パスの運用についてのご依頼、実際の治療上のメリット並びに患者の病状変化の

注意点、診療報酬の算定条件などについてご説明させて頂きました。

　ご参加くださった先生方からも、連携パス運用時の書類について、あるいは診療報酬算定時の

注意点についても質問を頂戴し、関心の高さをうかがい知ることができました。その後の意見交

換会でも５大がん地域連携パスに関することだけでなく、日ごろの診療および地域医療連携につ

いてもご意見を頂戴することができ、大変有意義な機会となりました。

　ご多忙中にも関わらずお時間を割いてくださった開業医の先生方には、改めて感謝の意を申し

上げるとともに、今後のがん診療における連携および日ごろの地域医療連携についても、引き続

きご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い申し上げます。

５大がん地域連携パス　合同説明会のご報告 部署紹介部署紹介部署紹介 ～ＤＭＡＴ（災害医療チーム）～

　今回は、当院の災害医療チームの紹介をさせて
いただきたいと思います。
　当院には災害の急性期に活動する、専門の訓練
を受けた「災害派遣医療チーム（Disaster　
Medical Assistance Team；DMAT）」が存
在します。私はその中で業務調整員として所属し
ております。DMATは被災地への派遣が主な活動
ですが、我々は院内の災害対策についても関わっ
ております。
　去る９月２日、秋田県総合防災訓練が北秋田市
全域にて開催されました。自衛隊・消防・救急隊のほか、地域の企業や住民の皆様も参加して
の大規模な訓練でした。当院でも発災時の傷病者受け入れを想定した訓練を行いました。限ら
れた医療資源のなかで診療を行ったり、当院で対応しきれない患者さんを他の施設へ搬送した
り、他病院のDMATと連携したり（支援を受ける訓練も重要です！）と、普段なかなか意識す
ることが少ない状況での訓練で、災害時の体制を見つめなおす良い機会となりました。今後も
訓練を継続し、いつ起きるかわからない災害に備えていきたいと思います。
　最後になりますが、防災訓練に参加していただいた関係機関・ボランティアの皆様のおかげ
で、本当の災害時に近い雰囲気の中で訓練することができました。この場を借りて御礼申し上
げます。

北秋田市民病院ＤＭＡＴ　業務調整員
　佐　藤　家　恒 (薬剤師)地域医療連携室　藤　田　裕太郎
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地域医療連携室のご紹介

　今回は地域医療連携室のご紹介をいたします。当院では平成２３年度から地域医

療連携室が開設されました。北秋田市内および近隣市町村の医療機関あるいは居宅

介護支援事業所、その他入所施設との連絡調整部門として活動していました。現在

は神谷彰院長に連携室長を兼任して頂き、看護師２名、事務員１名の３名体制とな

りました。

　当部署の業務は大きく分けて２つあり、１つは院内および他の医療機関からの患

者紹介を受診や転院に繋げる前方支援です。受診予約、診療情報の発送及び受信、

当院医師との調整などです。９月にご依頼した診療情報提供書の一括管理や５大が

ん地域連携パスによる紹介、あきたハートフルネットによる紹介もこちらに含まれます。北秋田市内で

も既に導入されている医療機関がいくつかありますので、患者様のご紹介の際にはご活用ください。も

う１つは、入院患者様の退院支援を行う後方支援です。こちらは３名の医療相談員

がおり、入院中から退院後の生活を見据え、安心・安全な退院を目的として取り組

んでいます。

　行政とのつながりもあり、地域医療連携センター運営協議会、その中の各専門部

会の会議や研修にも参加しています。今年度は新たな取り組みとして、近隣市町村

の居宅介護支援事業所のケアマネジャーの皆様との意見交換会を１１月開催いたし

ました。

　今後は日々の業務のほか、各種研修会等でもお会いする機会が多々あると思いま

すので、たくさんのご意見を聞かせて頂ければと思います。

循環器内科診療部長　佐　藤　　　誠

地域医療連携室看護師長　山　城　洋　子

　北秋田市民病院、「カテ室」をご紹介いたします。
　このたび、当院でも心臓カテーテル検査及び治療ができる体制とな
り、診療の幅が広がりました。カテーテル（Catheter）と呼ばれる２㎜
以下の細い管を使って、心機能評価、心臓の冠動脈の造影検査や機能的
虚血の評価、そして狭窄部を拡張する治療までを総称して「心カテ」と
いいます。今年４月の佐藤赴任以後、機器の準備とスタッフのシミュ
レーション・勉強会を繰り返し、この９月から、当院でも心カテを開始
しています。
　手首（橈骨動脈）からの心カテは、術後の安静が不要なので患者さまからも喜ばれると同時
に、出血性合併症が少なく安全であり1)、また術後の処置が簡単なので医者が少ない施設でも
連続して施行する事も可能です。当院ではできる限り手首からの心カテを行います。
　カテ室での業務には、医師、看護師、臨床工学技士や診療放射線技師といった多くの職種の
スタッフが関わります。それぞれが専門性を生かした役割を担いつつ、お互いが声をかけあ
い、共通の役割を柔軟に助け合う事がカテ室の日常なので2)、まだ新しいカテ室チームではあ
りますが、真の多職種連携が育ってきていると感じています。
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いますので、暖かいご支援をお願いいたしま
す。
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（増 田 　 豊）
秋田大学

（高橋裕哉） 11:30（新患は 11:00 まで）

午後 八木澤　究 16:00（新患は 15:30 まで）   診察時間 14:00 ～

心臓血管外科
／循環器内科 午前

蒔 苗   隆
秋 田 大 学

（小武海雄介）

蒔 苗   隆
佐 藤 　 誠

蒔 苗   隆
東京女子医大
（小 川 洋 司）

秋 田大学
（角浜孝行）
（佐藤輝紀）

秋田大学
佐藤　誠

11:30　毎週水曜日　
　　　　東京女子医大（小川洋司）  
　　　　火曜日の蒔苗医師は 10：00（再来のみ）

小 児 科
午前 野 口 博 生 野 口 博 生 野 口 博 生 野口博生

秋田大学 野口博生 11:30

午後 野 口 博 生 野 口 博 生 野 口 博 生 野口博生
秋田大学 野口博生 13:00 ～ 15:30　　診察時間 14:30 ～ 15:30

外　　科
一診

午前
宇佐美修悦 神 谷 　 彰 煙 山 絋 平 神谷　彰 宇佐美修悦 11:30　

二診 小 林 昭 仁 ※第2・4乳腺外来
秋大（水沢かおり）

整形外科 午前 相 澤 俊 朗
河 野 哲 也

相 澤 俊 朗
加 賀 　 望

相 澤 俊 朗
河 野 哲 也

相澤俊朗
河野哲也

河野哲也
土江博幸

11:30　（火・水・木曜日は10：30までの受付）

形成外科 午前 弘 前 大 学 弘 前 大 学 11:30

脳神経外科 午前 秋 田 大 学 11:00　

皮 膚 科 午前 弘 前 大 学 弘 前 大 学 11:00

泌尿器科 午前 佐々木隆聖  佐々木隆聖 佐々木隆聖  秋 田 大 学 佐々木隆聖

11:00　（火・木曜日は 10:30 まで）
　　　　月曜日の新患は紹介患者のみ
　　　　火曜日は再来のみ
　　　　透析回診にて月・火曜日は 10:00 から診察開始

産婦人科 午前 武 田 志 保 秋 田 大 学
（児 玉 英 也） 武 田 志 保 武田志保 武田志保 11:30　(火曜日の担当医は都合により変更となる場合あり）

眼　　科
午前  弘 前 大 学

（工 藤 孝 志）
弘 前 大 学
(毛内奈津姫 ) 10:00　(水曜日は再診 9:30、新患 9:00 までの受付）

午後 大 館 市 立
(江 目 孝 幸 ) 受付時間～ 13:00　　※診察時間　13:30 ～

耳 鼻 科 午後 能代厚生医療
センター 秋 田 大 学 秋 田 大 学 受付時間～ 15:00　　※診察時間　14:00 ～

歯科口腔外科
午前 小 松 賢 一

福田はるか
小 松 賢 一
福田はるか

小 松 賢 一
福田はるか

小松賢一
福田はるか

小松賢一
福田はるか 11:00

午後 小 松 賢 一
福田はるか

小 松 賢 一
福田はるか

小 松 賢 一
福田はるか

小松賢一
福田はるか

小松賢一
福田はるか 13:30 ～ 15:30

（　　　　　　　　）

特　殊　診　療 担当科 診　察　日 担　当　医　師

糖尿病外来

内　科

　毎週金曜日 　工　藤　研　二

腎　内　科
　第１水曜日 　三　木　一　伸（能代厚生医療センター）
　毎週木曜日 　佐　藤　隆　太 （秋田大学医学部附属病院）

膠　原　病 　毎週木曜日 　佐　藤　隆　太 （秋田大学医学部附属病院）

呼 吸 器 科
　第 2・４水曜日 　杉　山　直　幸（能代厚生医療センター）
　毎週火曜日　受付 10：30まで 　奥　田　佑　道（秋田大学医学部附属病院）
　第 2・第 4・第５金曜日 　中　山　勝　敏（秋田大学医学部附属病院）

血 液 内 科
　第４火曜日 　波多野　善　明（能代厚生医療センター）
　毎週木曜日《午後》受付 14：30まで 　小　林　敬　宏（秋田大学医学部附属病院）

内視鏡検査
　毎週月曜日 　辻　野　守　泰
　毎週水曜日 　交　　代　　制（工藤胃腸内科クリニック）
　毎週金曜日 　安次嶺　拓　馬

禁 煙 外 来 心臓血管

外　　科

　毎週金曜日 　佐　藤　　　誠

ペースメーカークリニック 　毎週火曜日 15：00まで 　佐　藤　　　誠

呼吸器外科

外　科

　小　川　純　一
腫 瘍 内 科 　毎週金曜日 10：30まで（外科二診使用） 　（秋田大学医学部附属病院）
乳 腺 外 来 　第 2・4木曜日 　水　沢　かおり（秋田大学医学部附属病院）
緩和ケア外来 第 1・3木曜日 14：00～ 16：00 　宇佐美　修　悦・煙　山　絋　平
小児心臓外来 小児科 　原則月１回≪午後≫ 　岡　崎　三枝子（秋田大学医学部附属病院）

（　　　　　　　　）
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「杜の風」
一般診療科のご案内

特殊診療科のご案内

　連携室だより「杜の風」もついに20号に到達しました。これまでご指導ご支援くださった
皆様のおかげです。一歩ずつの積み重ねを大切にしていきたいと思います。　　　　編集部Ｆ

写真：マリーゴールド・花言葉「健康」

写真提供：東海林大輝　様

あとがき

予約制

予約制

予約制

予約制

完全予約制

完全予約制

完全予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

予約制

完全予約制

完全予約制

完全予約制

写真：ユウゼンギク・花言葉「老いても元気で」

写真：シュウメイギク・花言葉「淡い思い」

（平成30年9月18日現在）


